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Itiswellknownthatthehigheristheinitialnumberofspores【helongeristhetimeneces－  

SarytOeffecttheircompletedestruction．Therefore，F values required to sterilize canned  

foodswereinfluencedbytheinitialconcentrationofsporesinthegivenfood・  

Inthepresentpaper，theeffectofpHandtheinitialnumberofsporeson the heat resist－  

anecofB．coagulans sporeswasinvestlgated．  

ItwasfoundthatoptlmumPHforthegrowth Dfsporesat55℃wasintherangeof5．5・6．0．   

Whenincubationtemperatureislow，OptlmumPHonthegrowthofsporesdecrease corre－  

SpOndingly．   

TheoptimumpHat45℃wasintherangeof4．8－5．5．Themaximumrecoverycounts of pH  

below4．8were obtainedafterincubation at35℃．   

Therewasno distinctivedifferenceofDvalueswiththe change Of pH valuesandinitial  

numberofspores．   

Ontheotherhand，therewasasignificantdifferencein the thermaldeathtime（LD50）．  

Thedifference wasoccurredwiththecorrectedinitialnumberofspores．  

胞子の耐熱性は初期胞子数によって大きく影響されることが知られている1七 従って，権詰の殺  

菌条件を決定する場合も初期胞子数が重要で，供試練話中の殺菌の汚染が大きい程，これを殺菌す  

るに要する加熱時間が長くなることは経験からも実験からも十分確認されている【二   

胞子の加熱による死滅速度は一般に対数的で．その勾配，すなわちD値は初期胞子数にはあまり  

左右されず，平行であると言われている。：しかし，これには異論もある2E   

酸性食品棒詰のように残存胞子数が或る程度存在していても発芽，増殖しない場合，殺菌条件を  

算出するのに困難である。そこで著者らはpH5．5以下の場合についてpHと初期胞子数が耐熱性  

両日何に影響を及ぼすかを風仙郷血冊の胞子を用いて検討した。  

実 験 方 法   

1．供試菌樵   

前報5）で示したBC－2を使用した，。  

2．培地の調整   

前報5）で示したGTB培地をHClでpH調整した培地及び標準寒天培地（SMA）を用いた。  

3．pHと増殖との関係   
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pH調整のGTB培地に胞子を懸濁させ，それをGTB培地で10倍希釈する。この希釈を数段階  

行ない，各希釈段階の胞子希釈液をTDT管に1mtずつ5本分注し，密封後100℃10分加熱して，  

冷却後35℃，45℃及び55℃で培養した。．各希釈段階の増殖本数により，MPN法で胞子数を測定し   

た。  

4．LD50の測定   

前報5）に従って測定した。  

5．残存胞子数の測定   

前報5）と同様に加熱後，SMA培地を用いて平板希釈法によって測定した。   

また，各加熱時間ごとに16本のTDT胃を使用し，そのまゝ培養して．増殖本数から次式によっ  

て確率的に計算した3）〕   

m＝2．303log no／n   

m；残存胞子数   

no；試験本数（16本）   

れ；増殖の認められなかった本数  

6．F値の計算   

各加熱時間の16本ずつのTDT管を使用して算出した残存胞子数を半対数方眼紙にプロットし，  

直線延長上の加熱0分・における胞子数（補正初期胞子数）より次式によって算出した。  

F＝D121．1logNo′／N  

No′；補正初期胞子数  

N；10‾3とした。  

実験結果と考察   

1．胞子の発芽，増殖に及ぼすpHと培養温度の影響   

且coβg〟Jα乃5は好熱性菌に属する細菌であるので，一般には55℃の温度で培養を行っている。  

しかし，第一報4）で示したよう  

に加熱損傷胞子の場合には，む  

しろ35℃のような低い温度で培  

養するのが適当である。従って，  

加熱損傷を受けていない胞子で  

もpHが低い場合にはこのよう  

な現象があるか否かを検討した。   

その結果，図1に示したよう  

にpH5．5以上では55℃の培養  

が適当であるが，pHが低くな  

ると培養温度を低くする必要が  

ある。pH4．7から5．5までは45  

℃，pH4．7以下では35℃の培  

養温度が至適である。従って，  

且coβgd〃犯Sを対象にした場合  

の貯蔵試験では35℃が最適と考  

えられる。  
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2．耐熱性に及ぼす胞子濃度とpHの影響   

表1にはGTB中でのLD50とpH，胞子濃度の関係を示した。この結果より胞子濃度の増大及  

びpHの上昇と共に耐熱性を増すことが認められた。，  

TablelRelationbetweenpHandinitialsporenumber  
ontheheatresistanceofB．coagulans（BC・2）・  

LD50（min）  

PH   
5．78   4．78   3．78   2．78   

110  38．3  

4．6   115  10．0  5，8  NT   NT   

120  2．5   1．5  

110  50．0  35．0   23．8   

4．8   115   14．0  10，6   7．0  NT  

120   3．5  2．5  2．0   

110   70．0  53．3   40．0   25．0  

5．0  115   18．0   1．4．8   11．0   8．0  

120   4．5   4．0   3．0   1．8   

110   107．5  80．0   70．0  160．0  

5．5  115   31．7  25．0   20．0   15．0  

120   7．8   5．5   5．0   3．8  

胞子濃度及びpHとZ値の関係を求めると衰2に示したようにZ＝8．5前後で，それ程Z値に影  

響を及ばすとは考えれない．〕  

Table 2 Relation between pH and initial spore 

numberon Z value．   

Z（Oc）  

4．6   4．8   5．0   5．5   

5．78   8．3   8．5   8．4   8．6   

4．78   8．6   8．6   8．8   8．5   

3．78   NT   9，2   8．9   8．5   

2．78   NT   NT   8．8   8．4  

胞子濃度とLD5。の関係は図2に示したように．pH5．5の場合には直綿的になるが，pHが低  

くなると直線にならず下に鸞曲している1。   

またpHとLD5。の場合にも直線的にならず下に轡曲し，胞子濃度が低いとその攣曲は大きくな  

る。従って，LD5。に対するpHと胞子濃度の関係を数値的に示すことは難かしいが．大休．pH  

が0．2程度低い場合と，胞子濃度が10分の1の場合と同じ程度である。   

表1に示したLD5。における生残胞子数をSMA培地で測定した値と初期胞子数の関係を図4に  

示した。pHが低い場合には，最初の胞子数から僅か減少するだけで，発芽，増殖しなくなること  

が認められた。   
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Fig．4 Relationbetweensurvivorsandinitia】spore  

numberontheheatresistanceofspores．  

3．胞子濃度，PHとD値の関係   

図5に示したようにLD50附近のD値は胞子濃度にはあまり関係がないようである。，胞子濃度に  

よって補正の初期胞子数が異るだけである。   

pHの変化によるD値も図6に示したように差は認められない。   

図7は加熱温度によるD値に差が認められたことを示しているが，補正の初期胞子数には差が認  

められなかった。   

補正の初期胞子数と胞子濃度の関係を図8に示した。PHが低いと補正の初期胞子数も低くなり，  

図4と同じ傾向であることが認められた。   
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Fig．7 SurvivalcurvesEorvaviousheating  Fig．8 ReJationbetweeninitialspore numberandcorrected  

temperature．  initialsporenumberon【heheatresistanceofspores．   

4．pH及び胞子濃度とF俺の関係   

エンドポイントを10‾3 にした場合の初期胞子濃度とF値の関係をpH4．6，4．8，5．0及び5．5の場  

合について検討した結果を図9に示した。この結果より酸性食品棒詣でも，このような耐熱性の細  

菌に汚染されていたならば非常に大きなF値をとらなければならないことが分かる｛つ   
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Fig・9Effec［oIpHandinitialsporenumberforFvalues．  

要  約  

pHと胞子濃度が乱肋砂地鱒の胞子の耐熱性にどのように影響するかを検討した。   

加熱損傷を受けていない胞子の培養温度はpHが5．5以上であれば55℃が適温であるがpHが低  

い場合には35℃で行なうのが最適であると考えられる。   

耐熱性に及ぼすpHと胞子濃度の関係を数値的に示すことは難かしいが，大休，pHの0．2の変  

化と胞子濃度1桁と同じ程度であった〔、   

pH及び胞子濃度によってD値はそれ程変化せず補正の初期胞子数に差が認められた。すなわち，  

pHが低いと耐熱性が弱くなるのは補正の初期胞子数が低くなるためである。  
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